
















































イスラーム教義に対する理解 仕方の面では様々な主張を内包するのだが、 「クルアーンに立ち返 」と説くクトゥブ 著作は、「ジハード団」 「イスラーム集団」 「アル・カーイダ」等過激組織指導者・活動家に大きな影響を与え、中東のみならず南アジアや東南アジアにおいても広く読まれてい 。
今日「クトゥブ主義」とも呼ばれる、彼の思想の核心を表すな
ら、世直し、革命理論書としての「クルアーン」再 釈、 いえよう。 「物質主義に毒された現代世界から脱してイスラームの本
義に立ち返れ。そのためのジハードを戦い抜け」と説くクトゥブ主義は、宗祖ムハンマドの時代をイスラームの黄金時代とみなし、西洋近代が産んだ政教分離、国民主権原則を否定し、暴力も厭わず行動を起こすことによって政教一体 「神の主権」 、イスラーム法による統治樹立をめざす
このような過激性の高いクトゥブ主義の拡散に抗して、 「民主




































































。 』 」 （三章
六四節）
預言者ムハンマドが現れる以前の無知と野蛮が支配した時代を、
















































































































































カミルによれば、クルアーン 中において、 「表現の自由」 「結





































































なる。民族や家系によりイ ラーム教徒のあいだで差別する は、イスラーム的ではない、とムザファ は主張する。
八〇年代、マレーシアでは高等教育機関に学ぶ大学生たちのあ
いだで、イスラーム・アイデンティティーが高まる「イスラーム
復興」現象や、 「イスラーム主義」に基づく社会運動が活発化したと一般的にいわれているが、 ザファーはこうした学生たちのあり方が真にイスラーム的なのか疑問を投げかける。 「なぜ学生たちは政府のブミプト 政策を容認、支持するのか」 、 ブミプトラ政策がイスラームの全体性 普遍性を損なわせていることに鈍感な学生 、本当にイスラーム回帰しているといえるのか」 、とムザファーは問うのである。
イスラームが、公正を重んじ、抑圧と腐敗に反対し、社会的弱
者への思いやりの宗教で るこ を示す証拠とし 、以下のクルアーン章句をムザファーは引用する。
















































明責任、公正といった民主主義的価値が明示され い 主張するカミルの議論は、 「リベラルなシャリーア」説に分類しうるものである。
クルアーンは全人類に向けた神のメッセージ あり、民族、血
族によって人間を分け隔てることを禁じている、と説くムザファーもまた「リベラルなシャリーア」説論者である。さらに、マレー系住民優遇策を推進する政府、同政策を支持す イスラーム主義者はクルアーンを創造的に解釈する努力を怠ってい 、という ザファ の主張には、 「解釈され シャリーア」論の要素も見える。
そして、神の定めた宇宙の法則は広大無限であるがゆえに、人
間に向けて語られていない事象、もしくは人間 理解が困難な事象も多く存在し、このよう 神が直接人間に語っていない未知の真理に関して、人間は「精神」 「理性」 「知性」 動員して宇宙法則を解き明かしていかねばならないとするマジッド 、 「沈黙のシャリーア」 「解釈されるシャリーア」説的 クルアーンに向き合っている。
ここで留意すべきは、 「リベラルなシャリーア」説、 「沈黙の












「原理主義者」サイイド・クトゥブの主張は、イジュティハード否定派に連なるように聞こえるが、リベラル・イスラ ムの聖典解釈と対置してみ と、クトゥブ 聖典解釈はリベラル・イスラームと正反対のように見えて、実はリベラルと同様に 聖典を解釈する」 いうプロセスが含まれていると考え る。「神の主権」論の根拠としてクルアーンの章句をクトゥブは挙げるが、その引用箇所の選択は意図的で、リベラル 引用するクルアーン章句、すなわちクトゥブの議論 相性が悪い箇所をあえて無視している。クルアーンの中に示されている多様な教義の中から一部を選択、
一部を無視するという行為には、クトゥブが自説を補強するための判断が加わっている。すなわち「聖典を字義通りに読む」という行為にも読み手側の戦略が隠れており、そこでは聖典 対して価値判断、つまり「解釈」が行われているのである。
聖典を字義通り読めという「原理主義者」の代表格クトゥブの
聖典理解にも「解釈」 含まれ と考えると、神の絶対的な主権を主張し、聖典に対する人為的な解釈を拒否しているように見えて、実は現代社会の閉塞状況 打破 ため、現状変革を求め、聖典と今日のイスラーム共同体のあり様をつき合わせ 聖典を解釈し、変革のエネルギー源にしようという点に置いて、原理主義は、リベラル・イスラームに共鳴する 分もある。
別の角度から見てみたい。原理主義と保守主義は混同されがち
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（（）聖典を「字義通りに読み 解釈しない」という主張は、キリスト教であれ、イスラーム教であれ 原理主義の特質であるとされる。一九七〇年代以降世界的に顕著となった宗教と政治、社会運動の結合を 「原理主義」という概念を比較のための物差しとして意図的に使ってみよう いう意図のもとに、米国の宗教学者マ ティン・マーティ教授らが世界の大宗教 取り上げ 包括的に研究したプロジェクト は、原理主義の特質の一つとして「聖典の無謬性の主張」を挙げている。小川、前掲書『原理主義とは何か』 、二四頁・二九～三〇頁。
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